
令和元年小田原市議会６月定例会 

建設経済常任委員会資料 
 

資   料   名 所 管 課 頁 

田代山農道整備事業 位置図 

農 政 課 

１ 

県営広域農道整備事業 小田原湯河原線 位置図 ２ 

県営農免農道整備事業  早川石橋２期地区  位置

図 
３ 

小田原城址公園及び総構整備事業について 
小 田 原 城 総 合 

管 理 事 務 所 
４ 

歴史的風致維持向上計画（第２期）策定事業  

について 

まちづくり交通課 

５ 

豊島邸耐震等改修工事請負費について ７ 

小田原駅東西自由連絡通路等情報案内板整備 

事業について 
９ 

市道００３８都市計画道路穴部国府津線取付 

道路 平面図（清水新田地内） 

道 水 路 整 備 課 

11 

市道２４４２ 平面図（久野地内） 12 

市道００２６・小田原用水 平面図（板橋地内） 13 

市道２１８９ 平面図（栄町一丁目地内） 14 

市道２２１６ 平面図（栄町一丁目地内） 15 

川端跨線橋・寺横跨線橋 平面図（高田ほか地内） 16 
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小田原城址公園及び総構整備事業について 

 

１ 事業概要 

  小田原城址公園及び総構をより快適で魅力あるものとするため、社会資本整備

総合交付金を財源に、案内看板等の設置、本丸広場等の便所整備設計、電線地中

化設計、園路等の改良工事を実施する。 
 

２ 委託・工事等の内容   予算額            85,516 千円 

             （財源：社会資本整備総合交付金 33,284 千円） 

 名  称 主な事業内容 

① 小田原城内看板製作設置委託 城址公園内説明板製作設置 ２基 

② 本丸広場等便所整備設計委託 
本丸広場、北口、遊園地トイレ整備設計 

（令和２年度 工事実施予定） 

③ 本丸広場等電線地中化設計委託 
本丸広場、二の丸広場横園路電線地中化設計 

（令和２年度 工事実施予定） 

④ 清閑亭周辺散策路改良工事 歩道設置工、自然色舗装工ほか Ｌ＝90ｍ 

⑤ 常盤木橋周辺園路改良工事 自然色舗装工ほか Ａ＝500 ㎡ 

⑥ 学橋舗装改良工事 自然色舗装工ほか Ａ＝160 ㎡ 

総構 総構説明板等製作設置委託 総構説明板、道標製作設置 ８基 

 
【位置図】 
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歴史的風致維持向上計画（第２期）策定事業について 

１ 事業概要 

  本市固有の歴史的風致を守り育て、次世代へ伝えていくことを目的として、平成

23 年（2011 年）に「小田原市歴史的風致維持向上計画」（以下「現計画」という。）

を策定し、国からの認定を受け、歴史まちづくりを推進してきた。 

  現計画は、令和２年度（2020 年度）に計画期間が終了することから、引き続き、

社会資本整備総合交付金を有効活用しながら、歴史まちづくりを更に推進していく

ため、「小田原市歴史的風致維持向上計画（第２期）」（以下「第２期計画」という。）

を策定する。 

 

２ 主な業務内容 

  平成 29 年（2017 年）３月に「地域における歴史的風致の維持及び向上に関する

法律」の運用指針が一部改正され、第２期計画の認定を受けるには、建造物及び歴

史・伝統を反映した人々の活動が 50 年以上の歴史を有し、一体となって良好な市

街地の環境を形成していることが条件となった。 

  これにより、現計画に位置付けている６つの歴史的風致をはじめ、23 件の歴史的

風致形成建造物（指定候補含む。）等を引き続き第２期計画に位置付けるには、歴史

調査（文献調査）や民有物件の歴史的風致形成建造物の造り・特徴の把握など、専

門的な知識と技術を要する作業が必要となることから、業務委託するものである。 

 

(１)資料・データの収集、分析及び調査 

  (２)現計画における施策成果と課題の抽出及び現計画の最終評価 

(３)第２期計画の作成  

  (４)社会資本総合整備計画(案)の作成 

    

３ スケジュール（令和元年度～令和２年度継続事業 継続費設定額 10,034 千円） 

実施内容 令和元年度(2019 年度) 令和２年度(2020 年度) 

資料・データの収集、分析及び調査   

現計画における施策成果と課題の抽出   

現計画（10 年間）の最終評価   

社会資本総合整備計画（案）の作成   

パブリックコメント   

協議会等の運営支援   

 

 

 

 

 

 



４ 重点区域及び歴史的風致形成建造物位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 重点区域内の主な歴史的風致形成建造物（指定候補含む。） 

 

 

 

 

 

 

 

板橋地区周辺にみる歴史的風致 

旧松本剛吉別邸 皆春荘 

宿場町・小田原の水産加工業にみる歴史的風致 

籠常 丸う田代 籠淸 

：重点区域 

：歴史的風致形成建造物（指定候補含む）

む） 

小田原駅 

本丸・二の丸 
（小田原城址公園） 

八幡山古郭 



豊島邸耐震等改修工事請負費について 

１ 事業概要 

  豊島邸（一月庵）は、昭和 16 年（1941 年）頃に建築された貴重な歴史的建造物

の一つであり、平成 27 年（2015 年）３月、市民から寄贈を受けたものである。 

  本事業は、これを着実に保全し、歴史的建造物としての価値と魅力を最大限に 

生かすため、耐震工事及び板塀等の改修を行うものである。 

 

２ 物件概要 

(１)所 在 地 小田原市栄町四丁目９番 44 号 

(２)構  成 主屋（木造瓦葺平家建）、付属屋、板塀、庭園 

(３)建築年代 昭和 16 年（1941 年）頃 

(４)規  模 敷地面積 881.21 ㎡ 

      延べ面積 主 屋 150.09 ㎡（画廊 30.99 ㎡を含む。） 

             付属屋  17.87 ㎡ 

(５)位 置 図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所在地 

小田原駅 



３ 主な整備箇所 

(１)利活用に向けた安全確保のための整備 

主 屋：耐震改修、排煙窓の設置 

付属屋：撤去 

(２)利活用に向けた利便性・快適性向上のための整備 

主 屋：トイレの改修、天井裏・床下断熱改修 

(３)外観修復 

板  塀：正門及び駐車場口 

【主屋等】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【板塀等】 

 
駐車場口の修復 正門の修復 

排煙窓の設置 

トイレの改修 

付属屋撤去 

耐震改修、断熱改修 



小田原駅東西自由連絡通路等情報案内板整備事業について 

 

１ 事業概要 

小田原駅は、５社の鉄道路線が乗り入れ、４社の路線バスが接続するなど、広域

的な交通結節機能を有する県西地域の拠点駅となっている。 

また、小田原駅周辺では、歴史的・文化的な資源を生かし、四季を通じたイベン

トも開催されることから、年間約600万人の観光客が来訪し、外国人観光客も増加し

ている。 

そこで、小田原駅東西自由連絡通路等に設置している情報案内板（誘導サイン・

案内サイン）について、ピクトグラムの拡大や日本語・英語の２か国語表示への統

一など、分かりやすい案内表示に改修することにより、来訪者の利便性等の向上を

図る。 

 

２ 事業内容 

  ＜整備箇所22箇所＞ 

 

〇誘導サイン19箇所 （自由連絡通路、東口駅前広場、HaRuNe小田原） 

  （現況） 

  

 

 

 

 

  

 〇案内サイン３箇所（自由連絡通路、東口ペデストリアンデッキ、西口駅前広場） 

   （現況） 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３ 整備箇所図 

＜整備箇所 22 箇所＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例：案内サイン（連絡通路部） 

例：誘導サイン（ＪＲ東海道新幹線改札口付近） 

東口１階部分 東口地下部分 

西口１階、連絡通路、ペデストリアンデッキ部分 

凡例   誘導サイン（更新） 

     誘導サイン（新設） 

     案内サイン（更新） 
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道路改良（排水施設整備） 
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側面図 
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